
 



 

 

 

抱樸館は 2010 年に開所した生活困窮者のための無料定額宿泊所・一時生活支援事業シェルター
(入居は原則 6カ月間)で、入居者の９９％の人が生活保護を受けています。 
ホームレスだった人、病気や障がいのある人も多く、現在は10代から80代までの女性を含む幅広
い年齢層の人が生活しています。 
館長の話では、抱樸館に来る人は痩せている人が多いため、まずはお腹を満たすこと、１日３回の食
事の時間を大切にしているとのことでした。また、入居者に対しては言葉がけを意識して行い、会
話では共感することを心がけているとのことです。 

 


